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目次

1月1日
第90号

大仙市の行事予定

1月1日木 ～ 1月20日火

外… 休日外科当番医
午前10時～午後4時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科 ■午前９時～午後３時
 ※ 12 月 31 日は午後１時～３時となります

今号の表紙

刈和野保育園園児が餅つき体験

　１２月 18 日、刈和野保育園の５歳児 24 人と
その祖父母が、仙北地域の「餅つき道場」（柵
の湯隣り）で餅つき体験を行い、みんなでつき
たてのお餅を食べました。
　餅つき道場での餅つき体験は、柵の湯（☎
0187-69-3311）で受け付けています。希望する
方は、希望日の10日前までに申し込みください。
体験料／２升7,500円～（あんこ、ごま、きなこ含む・
約 30 人分）※餅つき名人がお手伝いします。

市長年頭のあいさつ 3

市役所からのお知らせ 17-19

◎ 第 55回文化財防火デー
◎ 大曲・西仙北地域の市営住宅入居者募集

◎ 都市計画変更の説明会を開催

◎ 農業委員会委員選挙人名簿登載申請書提出

◎ フロンティア農業者研修生２次募集  ほか

特集 　青少年交流事業 6-15

小さな小さな大冒険

広報見聞録 20-21

◎ 花館小と中国甘粛省が文化交流

◎ あきたふるさと手作りＣＭ大賞

◎ 大沢郷地区簡易水道事業通水式

◎ 新仙北体育館建設工事安全祈願祭 ほか

情報交差点 28-29

地域情報 26-27

市長日程・図書館情報 24

注目株「大曲の納豆汁」 25

お便り・レシピ 22-23

申告日程 4-5

中心市街地活性化 16

20 火

8 木

15 木

13 火

7 水

9 金

17 土

16 金

11 日

大仙市大曲新人音楽祭コンクール 本選
　■正午～■大曲市民会館・大曲中央公民館 ▼ P18
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  祐生堂医院歯科（仙北市）☎ 0187-53-2268
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

14 水

2 金
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  岩田歯科医院（大曲）☎ 0187-62-8264

3 土
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  金子歯科医院（大曲）☎ 0187-63-7300

八坂神社ぼんでん奉納
　■午前 10時ごろ奉納開始■八坂神社（中仙地域清水地区）
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  米澤歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4460
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日18

10 土 大仙市大曲新人音楽祭コンクール 予選
　■正午～■大曲市民会館・大曲中央公民館 ▼ P18

4 日
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  こまい歯科医院（大曲）☎ 0187-62-4189
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

火6

外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111月12
成人の日

外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  ホワイト歯科医院（大曲）☎ 0187-86-3180木12009

1／
元旦

19 月
太田行政相談■午前９時～■太田庁舎行政相談室
南外行政相談■午前 10時～■南外コミュニティセンター
大曲行政相談■午前 10時～■大曲庁舎市民ホール

月5 大仙市消防出初式 
　■【観閲式】午後１時【式典】午後２時■大曲市民会館

協和行政相談■午前９時～■公民館船岡分館
協和行政相談■午後 1時～■協和市民センター（和ピア）
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
公
共
交
通
、

企
業
支
援
・
誘
致
、
地
域
医
療
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
「
市
政
は
市

民
の
た
め
に
」を
基
本
理
念
と
し
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
施
策
を
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
決
意

で
す
。
ま
た
、
約
50
人
の
方
々
か

ら
頂
い
た
５
０
０
万
円
超
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ

ん
の
大
仙
市
を
応
援
す
る
気
持
ち

を
大
切
に
し
、
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
誠
実
に
お
応
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
も
「
人
が
活い

き
、
人
が
集
う
夢
の
あ
る
田
園
交

流
都
市
」
実
現
に
向
け
て
力
強
く

歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
、
ま
た
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

 

市
民
と
行
政
と
の

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
仙
市
は
、
３
月
で
誕
生
か
ら
満

４
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、「
改

革
実
践
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
新
市

と
し
て
自
立
・
発
展
し
て
い
く
た

め
計
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
行
に
移
し
た
一
年
で
し
た
。

　

福
祉
・
医
療
・
子
育
て
の
分
野

で
は
、
４
月
か
ら
「
大
空
大
仙
」、

「
大
仙
ふ
く
し
会
」
の
両
社
会
福
祉

法
人
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
西

仙
北
地
域
の「
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
」、

神
岡
地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
園
一

体
型
施
設
の
開
園
、
加
え
て
地
域

主
導
型
の
子
育
て
交
流
拠
点
施
設

「
寺
館
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の

誕
生
、
大
曲
仙
北
医
師
会
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
休
日
救
急
医
療

の
充
実
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
対
応
し
た
地
域
力
を
生
か
し
た

安
心
し
て
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る

体
制
や
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
防
災
協
定
の
締
結

や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
確
立
に

向
け
た
ア
カ
デ
ミ
ー
や
推
進
集
会

の
開
催
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
合

同
訓
練
、
今
後
の
大
き
な
指
針
と

な
る
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
制
定
な
ど
を
通
じ
て
、

自
助
や
共
助
の
精
神
に
基
づ
い
た

防
災
体
制
確
立
に
向
け
て
大
き
く

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

教
育
や
国
際
交
流
で
は
、
新
生

協
和
小
学
校
が
開
校
し
、
地
域
力

を
生
か
し
た
課
題
解
決
は
、
今
後

の
良
き
統
合
モ
デ
ル
と
な
る
も
の

で
す
。ま
た
、国
際
交
流
で
は
、「
国

際
ア
ジ
ア
民
俗
学
会
」
を
開
催
し

た
ほ
か
、８
人
の
中
学
生
を
韓
国
・

唐タ
ン

津ジ
ン

郡グ
ン

へ
派
遣
し
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
異
文
化
交
流
を
通

じ
、
地
域
文
化
の
尊
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
仙
市
発
展

の
た
め
の
礎
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、「
農
業
元
気

賞
」
の
創
設
に
よ
っ
て
意
欲
あ
る

農
業
者
の
取
り
組
み
を
讃た

た

え
な
が

ら
、
集
落
営
農
の
組
織
化
や
法
人

設
立
に
努
力
を
続
け
、ま
た
、農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
な
ど
を
通
じ

た
地
域
の
農
業
力
を
結
集
し
て
日

本
農
業
を
大
仙
市
か
ら
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
界

的
な
課
題
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
向
け
て
、
経
済
的
な
動
機

付
け
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
、環
境
家
族
宣
言
、ノ
ー

レ
ジ
袋
運
動
な
ど
市
民
の
み
な
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
確
実
に

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も

大
仙
市
の
豊
か
な
自
然
を
子
ど
も

た
ち
に
残
す
た
め
に
、
エ
コ
活
動

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
４
年
間
で
積
み
上
げ
て

き
た
多
く
の
成
果
は
、「
市
民
と
行

政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
の
も
と
、
積
極
的
に
地
域
活

動
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
地
域

か
ら
わ
き
上
が
る
元
気
を
結
集
し

な
が
ら
、
市
の
発
展
の
た
め
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

市
政
は
市
民
の
た
め
に

　

大
仙
市
は
、
地
方
分
権
時
代
に

入
り
行
財
政
改
革
、
雇
用
、
中
心

市
街
地
活
性
化
、
小
規
模
集
落
コ

市長年頭のあいさつ

2009

新年明けましておめでとうございます。平成 21 年の初春を
市民のみなさんとともにお慶び申し上げますとともに、今年
一年のご多幸とご健勝を心からお祈り申し上げます。

大仙市長   栗 林 次 美
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申
告
が
必
要
な
方

　

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
１
月
中

旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
た
だ
し
申
告
書
が
届
か

な
か
っ
た
方
で
も
、
新
た
に

事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
退

職
さ
れ
た
方
は
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
税

務
署
か
ら
届
く
予
定
の
方
に
は

市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
い
方

　

次
に
該
当
す
る
方
は
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定

【問い合わせ】

各総合支所市民課（税務担当）

税務課☎0187-63-1111内線107まで

西仙
北

神 
岡

中 
仙

協 
和

南 
外

仙 
北

太 
田

大 
曲

申
告
書
を
提
出
す
る
方

②
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が

な
い
方
で
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
済
ま
せ
て
い
る

方
（
医
療
費
控
除
、
雑
損
控

除
等
の
申
告
す
る
方
を
除
く
）

③
被
扶
養
者
で
所
得
が
ま
っ

た
く
な
い
方
（
た
だ
し
申

告
書
が
届
い
た
方
を
除
く
）

都
合
の
良
い
会
場
へ

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
地
域

ご
と
に
会
場
を
割
り
当
て
て

い
ま
す
が
、
市
内
の
ど
の
会

場
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
下
の
日
程
表
を
確

認
し
、
都
合
の
良
い
時
に
都

合
の
良
い
会
場
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
中
は
担
当
職
員

が
申
告
会
場
へ
行
っ
て
い
る

た
め
市
役
所
各
庁
舎
内
の
税

務
担
当
窓
口
で
の
申
告
相
談

に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
（
認
め
印
で
も
可
）

②
平
成
20
年
分
の
所
得
を
証

明
で
き
る
も
の

 

【
給
与
収
入
が
あ
る
方
】

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
事
業

主
が
発
行
す
る
給
与
支
払

明
細
書

 

【
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
が
あ
る
方
】
収
支
内
訳

平
成
20
年
分
所
得
申
告

市
内
ど
こ
の
会
場
で
も

申
告
で
き
ま
す

申
告
は
大
事
な
税
金
の
手
続
き
で
す
。

２
月
２
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
期
間
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

書
ま
た
は
帳
簿
な
ど

③
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
そ
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ

れ
る
方
は
、
医
療
費
の
領

収
書
※
平
成
20
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
合
計
を
申

告
前
に
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

自
分
で
申
告
書
を
記
入
す

る
方

　

自
分
で
市
県
民
税
申
告
書

を
記
入
す
る
方
は
、
本
庁
税
務

9:00～ 16:00・各申告会場
2/ 2 月  ▼  3/ 16 月

大曲中央公民館

神岡庁舎３階

西仙北庁舎３階

中仙庁舎２階

協和庁舎４階

南外庁舎２階

仙北就業改善
センター

太田文化プラザ

３月
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月
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65歳以上(昭和19年１月１日以前生まれ)で年金収入が148万円以下ですか？
65歳以下(昭和19年１月２日以降生まれ)で年金収入が98万円以下ですか？

公的年金収入がありましたか？

私は市県民税の申告が必要なの？

平成21年１月１日現在
大仙市に住んでいましたか？

所得税の確定申告書を
税務署に提出しますか？

申告書が送られてきましたか？平成20年中(１月～12月)に
収入がありましたか？

申告は不要です
１月１日現在の住所地で申告
が必要な場合があります。

申告は不要です
国保等に加入していて扶養されていない方
や各種証明書が必要な方は申告が必要です。

申告が必要です
非課税所得のみの方や無収入
だった方は、その事を申告書に
記入し提出してください。

申告は不要です

申告は不要です申告が必要です

申告が必要です

給与所得はありますか？

※年末調整がお済みの方で、医療費控除や年末調整で提出していない控除がある場合、税務署に申告することで納めた所得税が還付されることがあります。

はい はい はい

はい

は
い

はいはい

はい

はい

い
い
え

いいえ

い
い
え

い
い
え

いいえ

い
い
え

いいえ

い
い
え

い
い
え

スタート

平成20年中に営業、農業、不動
産、土地建物の譲渡、生命保険
や建物共済の満期・解約一時
金などの所得がありましたか？

給与所得の年末調整は済んでいますか？

西仙北

神 岡

中 仙

協 和

南 外

仙 北

太 田

大 曲

課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
税

務
担
当
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
（
所

得
税
）
の
提
出
先
は
大
曲
税

務
署
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

農
業
所
得
申
告
に
つ
い
て

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、

す
べ
て
収
支
計
算
と
な
り
ま

す
。
農
業
収
支
ノ
ー
ト
を
記

入
の
上
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
が
家
族
に
寝
た
き
り
の

方
な
ど
が
い
る
場
合
、
福
祉

事
務
所
長
が
交
付
す
る
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害

者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
の
必
要
な
方
は
援

護
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

2/ 15 日・22 日  3/ 1 日・8 日
９:00 ～ 16:00・各会場（日程表を確認ください）

仕事の都合で平日申告できない方のために

日曜日の申告相談

平日忙しい方のために、日曜日の申告を行います。

４日間の日程で日曜日の申告相談を行いますので、

平日に申告ができない方はどうぞご利用ください。

日曜
日の
申告
相談

２月
22
日

◎

◎

◎

21
土

20
金

●

●

●

●

●

●

19
木

●

●

●

●

●

●

18
水

●

●

●

●

●

●

17
火

●

●

●

●

●

●

16
月

●

●

●

●

●

15
日

◎

14
土

13
金

●

●

●

●

●

●

12
木

●

●

●

●

●

●

11
水

10
火

●

●

●

●

●

●

9
月

●

●

●

●

●

●

8
日

7
土

6
金

●

●

●

●

●

●

5
木

●

●

●

●

●

●

4
水

●

●

●

●

●

3
火

●

●

●

●

●

2
月

●

●

●

●

●

2/1
日

大曲中央公民館

神岡庁舎３階

西仙北庁舎３階

中仙庁舎２階

協和庁舎４階

南外庁舎２階

仙北就業改善
センター

太田文化プラザ
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Daisen City

大仙市・唐津郡青少年交流事業 平成 20 年 11 月 13 日～ 17 日

唐津郡

大仙市
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Dangjin

大仙市・唐津郡青少年交流事業大仙市・唐津郡青少年交流事業
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大
仙
市
と
韓
国
唐タ

ン

津ジ
ン

郡グ
ン

は
平
成

19
年
８
月
26
日
に
友
好
交
流
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
と
協
力
を
行
い
、
青
少

年
の
海
外
文
化
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
交
流
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　

唐
津
郡
と
の
交
流
は
、
市
町
村

合
併
前
の
旧
西
仙
北
町
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
。
日
本
最
大
級
の
大
綱

を
誇
る
「
刈
和
野
の
大
綱
引
き
」

が
縁
で
、
唐
津
郡
機キ

池ジ

市シ

と
の
交

流
が
始
ま
っ
た
。
機
池
市
で
は
旧

暦
の
う
る
う
年
３
月
初
旬
に
、
雄

綱
、
雌
綱
を
結
び
合
わ
せ
た
長
さ

２
０
０
㍍
、
重
さ
約
40
㌧
の
大
綱

を
上
下
に
分
か
れ
引
き
合
う
。そ
の

長
さ
は
刈
和
野
の
大
綱
引
き
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
重
さ
は
２
倍
。

約
20
万
人
が
集
ま
る
韓
国
の
重
要

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

行
事
だ
。

　

16
年
に
は
刈
和
野
大
綱
引
保
存

会
役
員
等
が
訪
韓
し
、
翌
17
年
２

月
に
は
刈
和
野
の
大
綱
引
き
に
招

待
。
18
年
に
は
栗
林
市
長
が
唐
津

郡
を
訪
問
し
、
19
年
に
唐
津
郡
の

市
長
に
あ
た
る
郡
守
を
「
大
曲
の

花
火
」
に
招
待
。
そ
の
翌
日
に
市

内
に
お
い
て
友
好
交
流
に
関
す
る

協
定
書
に
調
印
し
て
い
る
。

　

政
治
、
経
済
、
文
化
と
い
っ
た

あ
ら
ゆ
る
面
で
極
め
て
密
接
な
関

係
に
あ
る
隣
国
。
韓
国
と
の
関
係

は
深
み
と
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
将
来
に
向
け
て
一
層
強
固
な

友
好
協
力
関
係
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
、
日
韓
両
国
の
み

な
ら
ず
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
だ
。

　

日
韓
共
同
開
催
のFIFA

ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
冬
の
ソ
ナ
タ
で
火

が
付
い
た
韓
流
ブ
ー
ム
、
秋
田
ソ

ウ
ル
便
就
航
、
そ
し
て
食
文
化
で

言
え
ば
キ
ム
チ
、
韓
国
の
り
、
焼

肉
な
ど
、
私
た
ち
に
な
じ
み
深
い

も
の
ば
か
り
だ
。
し
か
し
、「
唐タ

ン

津ジ
ン

郡グ
ン

」
と
聞
い
て
ピ
ン
と
く
る
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　

韓
国
の
行
政
区
域
は
ソ
ウ
ル
特

別
市
を
は
じ
め
、６
つ
の
広
域
市
、

７
つ
の
道ど

う

、
１
つ
の
特
別
自
治
道

に
分
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
韓

国
の
行
政
区
の
「
道
」
は
日
本
で

は
「
県
」
で
あ
り
、「
郡
」
は
「
市
」

に
あ
た
る
。

　

今
回
訪
問
し
た
唐
津
郡
は
、
韓

国
中
西
部
で
百く

済だ
ら

文
化
の
栄
え
た

歴
史
の
地
で
あ
る
「
忠

チ
ュ
ン

清
チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド

」

に
位
置
す
る
。
黄
海
に
面
し
た
ま

ち
で
、
平
野
が
多
く
農
用
地
が
占

め
る
割
合
が
高
い
。
し
か
し
現
在
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唐津郡

仁川 ソウル

タンジングン

黄
海

日
本
海

特集／大仙市唐津郡青少年交流事業

小さな小さな大冒険

湖西中学校から見
える街並。古い建
物（手前）と現在の
唐津郡を象徴する
高層住宅が混在。

唐 津 郡 と はカムサハムニダ唐津郡

   湖西中学校の概要What's  Hoso Junior High School /

Report /

は
、
世
界
的
な
貿
易
港
と
し
て
飛

躍
す
る
唐
津
港
を
中
心
と
し
た
工

業
団
地
へ
の
先
端
企
業
誘
致
や
火

力
発
電
所
、
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ

る
な
ど
、
東
北
ア
ジ
ア
の
物
流
の

起
点
と
な
る
都
市
を
目
指
し
て
急

成
長
し
て
い
る
。

　

青
少
年
交
流
は
11
月
13
日
か
ら

17
日
ま
で
４
泊
５
日
の
日
程
で
行

わ
れ
、
大
曲
中
２
年
生
４
人
と
３

年
生
４
人
が
参
加
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
等
を
体
験
し
、
生
き
た
外

国
語
に
触
れ
な
が
ら
、生
活
様
式
、

風
俗
、
習
慣
等
を
体
験
。
韓
国
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
な
ど

を
学
ん
だ
。

　

交
流
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の

は
湖ホ

西ソ

中
学
校
。
私
立
の
中
学
校

で
、
教
育
熱
心
な
韓
国
に
お
い
て

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
今

回
韓
国
初
訪
問
。
８
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の

生
活
や
湖
西
中
学
校
で
の
交
流
、

社
会
見
学
、
史
跡
探
訪
な
ど
を
経

験
し
た
。
日
本
と
は
異
な
っ
た
文

化
に
積
極
的
に
触
れ
る
こ
と
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
日
本
と
い
う

国
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
た
。

広
い
視
野
を
持
ち
、
異
文
化
を
理

解
し
、
尊
重
す
る
国
際
感
覚
を
磨

い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　日韓の間にあるさまざまな課題、毎日のホームス

テイ、言葉や文化の壁等、出発前に抱いていた生徒

たちの不安が全て取り除かれるほど、寛大で心温

まる交流を唐
タン

津
ジン

郡
グン

の方々からしていただきました。

　滞在中の子どもたちは輝きを増し、笑顔で物お

じせず英語や韓国語を駆使して表現力豊かに湖
ホ

西
ソ

中学校の生徒や教師、まちで行き交う方々と触れ

合うことができました。

　「英語圏への留学を希望しているが、さらにそ

の思いが膨らんだ」「ホームステイ先の家族を、

わが家にぜひ招待したい」

などなど口にする生徒た

ち。唐津郡との交流は、生

徒たちに自信を持たせ、将

来の夢を大きく膨らませる

機会となりました。唐津郡

の方々に感謝しています。

日　　程

大仙市唐津郡青少年交流事業団長

大仙市教育次長  藤 原 保 子

　韓国中西部の忠
チュン

清
チョン

南
ナム

道
ド

の最北端に位置し、黄

海に面した約 52㎞の長い
海岸線がある。ソウルと

は 102㎞、仁
イン

川
チョン

とは 96㎞
の距離に位置する。2001
年に西海岸高速道路が開

通し、首都圏とは１時間

台の距離にある。

　面積は大仙市の約４分の３にあたる 664㎢、地域開
発の活性化が進み農耕地や林野が減少し、工場用地な

どの割合が少しずつ高まっている。2006 年末の人口は
127,167 人だが、近年、産業団地造成と企業進出が進み、
人口が急増している。

　農業と水産業が主な産業だったが、1990 年代政府の
西海岸開発政策と西海岸高速道路開通以後、立地条件が

大幅に改善され、工業と観光、物流産業を中心としたサー

ビス産業が主な事業に変わりつつある。

　国際交流も活発で、日本国内では佐賀県唐津市と民間

レベルでの相互交流が行われている。

　昭和 43 年に開校した私立中学校で、全校生徒数 791
人で各学年６クラス。校訓を「知」創造に知恵を、「仁」

奉仕に愛を、「勇」実践に勇気を－に定め、教育目標「未

来のために力強い跳躍、愛される西教育」を掲げている。

　今回の交流の受け入れ先を唐津郡が募集したところ、

湖西中学校が手を挙げ、交流が実現した。

１
日
目

09:00 大仙市役所で出発式
13:00 秋田空港出発
15:45 仁川空港到着
17:30 湖西中学校で出会い交流
20:00 ホームステイ

２
日
目

08:20 登校
09:00 授業参加
14:00 社会見学（唐津火力発電所、現代製鉄所）
17:00 歓迎夕食会
20:00 ホームステイ

３
日
目

08:20 登校
09:00 遺跡探訪（秋史古宅、修徳寺）
14:00 遺跡探訪（海美邑城、磨崖三尊仏）
19:00 ホームステイ

４
日
目

09:40 登校
10:00 陶磁器作り体験
13:00 ホストファミリーメニュー

５
日
目

05:40 集合
06:00 唐津郡出発
09:40 仁川空港出発
12:00 秋田空港到着
14:00 市役所到着

What's  Dangjin /

Schedule /
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1給食もキムチの味付けが主流23熱烈な歓
迎を受ける８人。到着の報告を聞きつけ廊下
からのぞき込む生徒もいるほどで、学校中の
人気者に45英語の授業に参加。授業中の会
話は英語のみ。そのレベルの高さに驚いた6
ホストファミリーの中学生と毎朝一緒に登校
7湖西中到着後の「出会い交流」ではスライ
ド写真で大仙市や大曲中学校を紹介

特集／大仙市唐津郡青少年交流事業

小さな小さな大冒険

　

午
前
８
時
30
分̶
。
こ
の
日
を
ど
れ
く
ら
い
待

ち
わ
び
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
市
役
所
へ
集
合
し
た

８
人
は
出
発
式
を
終
え
、
バ
ス
で
秋
田
空
港
へ
移

動
。
心
配
そ
う
に
見
送
る
保
護
者
の
気
持
ち
を
よ

そ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
体
験
に
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
た
。

　

空
港
到
着
後
、
搭
乗
ま
で
の
少
し
の
時
間
で
も

旅
の
し
お
り
に
目
を
通
し
、
注
意
事
項
の
最
終
確

認
を
す
る
子
ど
も
た
ち
。
心
地
よ
い
緊
張
感
を
覚

え
な
が
ら
、
手
荷
物
検
査
、
出
国
審
査
を
受
け
て

搭
乗
口
へ
と
向
か
っ
た
。

　

午
後
１
時̶

。
定
刻
ど
お
り
コ
リ
ア
ン
エ
ア
ー

７
７
０
便
は
冒
険
の
舞
台
・
韓
国
へ
と
飛
び
立
っ
た
。

　

約
２
時
間
30
分
の
フ
ラ
イ
ト
、
巨
大
で
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
仁イ

ン

川
チ
ョ
ン

空
港
に
到
着
。
唐タ

ン

津ジ
ン

郡グ
ン

の
湖ホ

西ソ

中
学
校
へ
む
か
う
バ
ス
の
車
窓
に

は
、
７
車
線
道
路
や
建
ち
並
ぶ
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
姿
が
映
り
、
都
会
的
な
街
並
み
が
見
え
た
。

　

午
後
５
時
30
分̶

。
本
日
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
出
会
い
交
流
」
で
は
、
学
校
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
自
己
紹
介
な
ど
慣
れ
な
い
英
語
で

交
流
。
緊
張
し
な
が
ら
の
会
話
だ
っ
た
が
、
す
ぐ

に
韓
国
の
中
学
生
と
親
し
く
な
れ
る
な
ど
、
旅
の

手
応
え
と
自
信
を
感
じ
た
。

　

午
前
８
時
20
分̶

。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
分
か
れ
た
８
人
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
登
校
。
英
語
、
美
術
、

体
育
の
授
業
と
給
食
を
体
験
し
た
。

　

湖ホ

西ソ

中
の
生
徒
も
日
本
か
ら
の
友
達
を
待
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
学
校
に
着
く
と
み
ん
な
が
集
ま

り
、
校
舎
内
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

「
朝
か
ら
ス
タ
ー
扱
い
だ
っ
た
」
と
笑
っ
て
振
り

返
る
８
人
。そ
の
熱
烈
歓
迎
ぶ
り
が
想
像
で
き
る
。

　

英
語
の
授
業
は
難
し
く
感
じ
た
。
韓
国
で
は
小

学
生
か
ら
英
語
を
学
習
し
、そ
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。

湖
西
中
の
真
剣
な
授
業
へ
の
取
り
組
み
、
積
極
的

に
手
を
挙
げ
て
発
表
す
る
姿
な
ど
が
、
よ
い
刺
激

に
な
っ
た
。

　

給
食
は
生
徒
全
員
が
食
堂
で
食
べ
、
す
べ
て
が

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
。
お
か
ず
は
キ
ム
チ
の
味
付
け

が
主
流
で
、
ご
は
ん
以
外
は
辛
か
っ
た
。

　

給
食
後
は「
唐タ

ン

津ジ
ン

火
力
発
電
所
」「
現

ヒ
ュ
ン

代ダ
イ

製
鉄
所
」

を
見
学
し
た
。
両
施
設
と
も
現
在
の
唐
津
郡
の
発

展
を
象
徴
す
る
工
業
施
設
。
製
鉄
所
で
の
真
っ
赤

に
燃
え
さ
か
る
鉄
の
塊
に
、
韓
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
た
。

　

午
前
８
時
20
分̶

。
前
日
の
よ
う
に
い
っ
た
ん

登
校
し
、
唐
津
郡
と
隣
り
の
瑞ソ

山サ
ン

市シ

の
史
跡
を
見

学
し
た
。

　

午
前
中
は
、
韓
国
を
代
表
す
る
実
学
者
で
書
道

家
で
あ
る
金キ

ム

正
ジ
ョ
ン

喜ヒ

が
住
ん
だ
「
秋チ

ュ

史サ

古コ

宅タ
ク

」
と
、

韓
国
最
古
級
の
建
築
物
「
修ス

徳ド
ク

寺サ

」
の
貴
重
な
文

化
財
を
訪
れ
た
。

　

仏
教
寺
院
で
あ
る
修
徳
寺
の
伽が

藍ら
ん

「
大ダ

イ

雄オ
ウ

殿デ
ン

」

は
国
宝
。
３
体
の
黄
金
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
、
高

麗
建
築
の
優
美
な
特
色
を
色
濃
く
示
す
も
の
と
評

さ
れ
て
い
る
。

初  日初  日２日目２日目

1

４

２

５

３

７６

３日目３日目
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午
後
か
ら
は
、
韓
国
で
５
本
の
指
に
入
る
城

「
海ヘ

美ミ

邑ウ
プ

城ソ
ン

」
と
、
自
然
の
岩
壁
な
ど
に
彫
ら
れ

た
仏
像
と
し
て
は
韓
国
最
古
の
「
磨マ

崖ガ
ン

三
尊
仏
」

を
探
訪
し
た
。

　

磨
崖
三
尊
仏
は
西
暦
６
０
０
年
こ
ろ
に
彫
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
笑
み
は
「
百く

済だ
ら

の
微ほ

ほ

笑え
み

」
と
し

て
有
名
。
そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
か
ら
、
百
済

人
の
温
和
で
浪
漫
的
な
気
質
が
し
の
ば
れ
る
。
仏

教
は
百
済
か
ら
日
本
に
伝
わ
り
、
こ
の
場
所
か
ら

海
を
渡
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
磨
崖
三
尊
仏
な
ど

百
済
仏
が
飛
鳥
仏
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
両
国
の
結
び
付
き
の
歴
史
を
感
じ
た
。

　

日
程
も
後
半
に̶

。
午
前
中
は
韓
国
伝
統
の
陶

磁
器
作
り
を
体
験
し
た
。

　

伝
統
的
な
手
法
を
守
り
、
韓
国
を
代
表
す
る
工

芸
品
。
高
麗
青
磁
や
朝
鮮
白
磁
な
ど
、
清
楚
で
気

品
あ
る
美
し
さ
で
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

韓
国
で
有
名
な
陶
芸
家
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
土
と
格
闘
。
釉う

わ

薬ぐ
す
りを

か
け
る
作
業
ま
で
完
成

さ
せ
た
が
、
窯
入
れ
の
作
業
が
あ
る
た
め
、
完
成

品
は
後
日
、
日
本
に
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。今
か
ら
そ
の
出
来
上
が
り
が
楽
し
み
だ
。

　

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
自
由
活
動
を
楽
し
ん
だ
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
市
場
で
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち

は
、
韓
国
な
ら
で
は
の
食
材
や
キ
ム
チ
に
は
欠
か

せ
な
い
白
菜
が
、
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
だ
っ
た
と
話
す
。

　

ま
た
、
街
中
に
は
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
韓
国
版
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ

り
、「
文
化
の
違
い
」「
韓
国
の
特
徴
」「
日
本
と

韓
国
の
つ
な
が
り
」
を
感
じ
な
が
ら
両
国
の
関
係

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
前
５
時
30
分̶

。中
学
校
に
集
合
し
た
８
人
、

外
は
ま
だ
暗
く
、
空
に
は
月
が
輝
い
て
い
た
。

　

出
会
っ
た
と
き
か
ら
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の

の
、つ
い
に
別
れ
を
告
げ
る
と
き
が
や
っ
て
き
た
。

う
れ
し
さ
と
哀か

な

し
さ
が
入
り
交
じ
っ
た
、
何
と
も

言
え
な
い
面
持
ち
で
出
発
を
待
つ
。
少
し
で
も
思

い
出
を
増
や
そ
う
と
手
紙
を
交
換
す
る
者
、
写
真

を
撮
っ
た
り
と
時
間
の
許
す
限
り
そ
れ
ぞ
れ
の

「
お
別
れ
」
を
し
た
。

　

午
前
５
時
50
分̶

。
涙
し
そ
う
に
な
る
８
人
と

は
裏
腹
に
韓
国
の
人
々
の
表
情
や
対
応
は
と
て
も

明
る
か
っ
た
。「
ま
た
会
え
る
」「
あ
り
が
と
う
」「
元

気
で
ね
」
な
ど
励
ま
し
の
言
葉
が
飛
び
交
い
、
悲

し
い
別
れ
で
は
な
く
、
温
か
い
交
流
の
思
い
出
と

し
て
強
く
心
に
刻
ま
れ
た
。

　

バ
ス
が
発
車
し
、
互
い
に
見
え
な
く
な
る
ま
で

手
を
振
っ
た
。
少
し
さ
び
し
さ
を
感
じ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
貴
重
な
５
日
間
の
思
い
出
話
に
花
が
咲

い
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
体
験
や
湖
西
中
で

の
予
想
外
の
歓
迎
、笑
い
話
や
ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
、

空
港
ま
で
の
１
時
間
30
分
、
話
は
尽
き
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
宝
物
を
携
え
、
ふ
る
さ
と
大
仙
に

戻
っ
た
８
人
は
、大
き
な
満
足
感
に
浸
っ
て
い
た
。

自
宅
で
の
荷
物
整
理
で
は
、
鞄
か
ら
取
り
出
す
も

の
一
つ
一
つ
に
思
い
出
が
詰
ま
り
、
ア
ル
バ
ム
を

め
く
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

最終日最終日

４日目４日目

1 ２ ３

５４

６

1文化財指定の「海美邑城」は軍事目的で建設された城だが、
カトリック殉教の聖地の一つでもある2「修徳寺」の四天王
は日本と違い極彩色に塗られていた3韓国料理と言えば「辛
い」。料理にはキムチなどが必ず並べられる4伝統工芸品で
ある陶磁器5「百済の微笑」で有名な「磨崖三尊仏」6国
宝の「大雄殿」の前で記念撮影
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今 野　凛（３年）
◎ Rin Konno

　出発前、昔のことや領土

の問題もあって仲良くして

くれるのだろうかと心配

だった。韓国の人たちはみ

んな本当に優しくて、そん

な問題などなかったように

感じた。しかし、過去のこ

となどを忘れてはいけない

と思う。お互いを理解し、

尊敬し合って仲良くした

い。国や文化が違っても、

言葉が通じなくても恐れる

ことはない。私は将来、国

連職員になり世界中の人と

出会いたい。

「
互
い
を
理
解
し
、
尊
敬
し
、
仲
良
く
」

川 村 康 多（３年）
◎ Kota Kawamura

　環境へ配慮した取り組みが

韓国ではすごかった。トウモ

ロコシのデンプンで作られた

「つまようじ」、金属のハシ、

お茶碗に買った水を入れて軽

く洗ってからその水を飲むな

ど、日本にはないエコがあっ

た。日本でも、もっと積極的

にエコに取り組んでほしい。

また、水の節約、地球温暖化

防止など、韓国で学んだこと

を心に染み込ませ、今後の生

活に役立てたい。

「
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
役
立
て
た
い
」

佐々木 博 文（３年）
◎ Hirohumi Sasaki

　出発日は緊張がピークで

したが、学校に着いてパート

ナーに会った瞬間、とても優

しい人でホッとした。湖
ホ

西
ソ

中

学校の授業では英語のレベ

ルに、そして食事では辛い

料理にびっくりした。今回、

歴史や文化などの違いに気

づかされた。韓国は英語が

母国語ではないが、とても

上手だった。もっと英語を

頑張り、また機会があれば

国際交流に参加したい。

「
違
い
に
気
付
い
た
５
日
間
体
験
」

鈴 木 純 菜（３年）
◎ Junna Suzuki

　出発前、自分の英語が伝

わるのか、韓国での礼儀な

どたくさんの不安を持って

いたが、みんな優しくて、私

のあやふやな英語も分かっ

てくれて不安はなくなった。

社会見学や遺跡探訪、陶磁器

作り体験など、みんなとたく

さんの体験をして、とても

楽しかった。日本に戻ると、

少し英語の発音が良くなっ

たのかな？と思った。

「
英
語
の
発
音
が
良
く
な
っ
た
か
も
」

組み組み組み組み組み組み組み組みみががががががががが
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小さな小さな大冒険
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赤 川 祐 太（２年）
◎ Yuta Akagawa

　外国に行ったのは初めて

のことだった。最初は不安ば

かりだったが、ホームステイ

先の家族が優しく接してく

れた。韓国の食事は、日本

と違いハシとスプーンで食

べる。ハシが重くて大変で、

スープはスプーンですくっ

て飲むのがマナーなので、一

気に飲めず時間がかかった。

唐津郡は農村と聞いていた

が、工業が盛んなところだっ

た。

「
世
界
に
広
が
っ
た
家
族
」

斉 藤 香 歩（２年）
◎ Kaho Saito

　この体験は、とても刺激に

なった。出かける前は「言葉

は通じるだろうか」「大事な

ものを忘れて行ったらどうし

よう」などといらぬことまで

考えた。しかし無事に交流が

終えられたのも、たくさんの

人たちの支えがあったからこ

そ。本当に感謝したいと思う。

平成 21年８月には韓国から

中学生が来る。その時は、自

分が先に立って交流を深めた

い。

「
来
年
は
迎
え
る
番
で
す
」

杉 山 倫 也（２年）
◎ Michiya Sugiyama

　今回の交流ではたくさん

のことを学び、知ることが

できた。また、国が違えば、

文化や習慣、生活が異なる。

国こそが一つの文化であり、

世界には国の数ほどの文化

があると考える。今回、国の

違いを超え、互いを理解し合

えたことは何よりもうれし

いことだった。今回大きく

役立った英語力に今後も磨

きをかけていきたいと思う。

「
国
こ
そ
一
つ
の
文
化
」

佐々木 由 真（２年）
◎ Yuma Sasaki

　今回の交流事業で、その目

標が現実味を帯びてきた。本

やパンフレット資料等で見

ていただけの想像の世界か

ら、実際に肌で感じる現実の

ものになっての驚きと喜び。

自分の可能性を試すことが

できた。特に英語のみでのコ

ミュニケーションは自身の

実力を確認することができ、

今後、目標に向けて何をす

べきか見通しを持てたよう

に思う。

「
高
校
で
交
換
留
学
を
す
る
こ
と
」
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で
校
で
校校校
で
校

交
換
交
換
交
換
交
換
交
換
交
換
交交交交
換換換換換換換換
留
学
留留留
学
留
学
留
学
留
学
留
学
留
学
留
学学
をををををををををを
す
を
す
を
す
を
す
を
す
をを
す
を
すす
るるる
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
るる
こここここここここ
と
」
と
」
と
」
と
」
と
」
と
」
と
」
とととととと
」

激激激激激激激激にににににににににに

言言言言言葉葉葉葉葉葉葉葉

事事事事事事なななななななな

うううううしししししし

ままままままででででででででででままでででで

流流流流流流流ががががががが

んんんんんののののの

らららここここここららららららこここここここ

う。う。う。う。う。うう。うう。

かかかかかかからららららららら

自自自自自自自

めめめめめたたたたたたたた

「
来
「
来
「
来
「
来
「
来
「
来
「
来
年年年年年年年年年
は
年
は
年
は
年
は
年
は
年
は
年
は
年年
は
年
はは
迎
え
迎
え
迎
え
迎
え
迎
え
迎
え
迎
え
迎
え
迎
ええええええええええ
る
番
る
番
る
番
る
番
る
番
る
番
る
番
る
番
る
番
ででででででででででで
す
で
す
で
す
で
す
で
す
で
す
で
す
で
すすす
」」」」」」」」」
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大仙市教育委員会
教育長　三  浦  憲  一

  

こ
れ
は
あ
る
学
校
の
訪
問
時
、
廊
下
に
掲
示

さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
人
間
は
感
情
の
動
物

だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
〝
感
動
の
生
き
物
〞
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
、本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
交
流
に
よ
る
、
こ
の
感
動
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
世
界
」
は
、「
そ
の
国
だ
け
」
と
い
う
小
さ

な
学
校
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
大
き
な

学
校
で
あ
り
ま
す
。「
地
球
時
代
」
と
い
う
言

葉
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
政
治
、
経
済
、
文

化
、
環
境
、
食
糧
問
題
等
々
、
す
べ
て
の
こ
と

が
外
国
と
の
関
係
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

言
葉
や
宗
教
、
生
活
習
慣
の
違
い
を
越
え
て

世
界
の
国
々
と
の
協
調
を
図
り
、
平
和
で
成

熟
し
た
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
に
お
い
て
も
、
青
少
年
の
み
な
さ
ん
が

異
文
化
を
理
解
し
、「
と
も
に
」
の
精
神
で
交

流
を
深
め
、
豊
か
な
国
際
感
覚
と

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

主
体
的
に
生
き
て
い
く
能
力
の
育

成
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

「
君
と
一
夕
を
語
る
は
、
万
巻
の

書
を
読
む
に
優
る
」
と
い
う
格
言

も
あ
り
ま
す
。

　

大
仙
市
で
は
昨
年
東
南
ア
ジ
ア

や
東
ア
ジ
ア
の
研
究
者
が
集
い
、

ア
ジ
ア
民
俗
学
会
が
開
催
さ
れ
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
韓

国
や
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
も
定
期
的
に
交
流
の
機
会
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
大
仙
の
中
学
生
が
韓
国
を
訪
れ
学
校
訪
問
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
互
い
に
学
び
合
い
「
は
っ
と
気
が
つ
く
」
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
と

う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た

交
流
が
青
少
年
に
希
望
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
湧
出
さ
せ
、
大
仙
市

の
地
域
の
力
に
な
る
と
と
も
に
、
日
本
と
外
国
が
共
に
友
好
的
に
発

展
す
る
た
め
の
よ
い
機
会
と
な
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

交 流

感 動
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取材を終えて

国際感覚を研き、生涯の財産となった５日間 【文：広報担当（し）】

国際人として成長した８人の中学生。国際社会の中で、
広い視野を持ち、日本人として、また個人として自己
を確立した人材へと成長することだろう。

特集／大仙市唐津郡青少年交流事業

小さな小さな大冒険

　

今
回
の
青
少
年
交
流
事
業
で
８
人

は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
使
い
慣

れ
な
い
外
国
語
を
使
っ
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
想
像
以
上
に
大
変

だ
っ
た
ろ
う
、
し
か
し
、
異
文
化
を

肌
で
感
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を

試
す
こ
と
が
で
き
た
充
実
し
た
時
間

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

交
流
を
図
る
た
め
に
は
、
相
手
を

尊
重
し
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

な
お
か
つ
自
分
に
つ
い
て
も
客
観
的

に
理
解
し
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

よ
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
し
た
上
に
成
り
立
つ
「
相
互
理

解
」
が
交
流
に
は
不
可
欠
だ
と
思
う
。

　

感
受
性
の
強
い
中
学
時
代
に
世
界

の
風
に
吹
か
れ
、
多
く
の
人
た
ち
と

出
会
い
、
そ
し
て
貴
重
な
経
験
と
思

い
出
は
、
今
の
教
育
が
目
指
す
「
生

き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
必
要

な
体
験
活
動
と
な
り
、
一
人
一
人
を

国
際
人
と
し
て
成
長
さ
せ
た
。

　

旧
西
仙
北
町
で
の
民
間
レ
ベ
ル
で

始
ま
っ
た
交
流
が
、
青
少
年
交
流
と

し
て
実
を
結
ん
だ
。
綱
が
取
り
持
つ

縁
だ
け
に
、
両
国
が
引
き
合
っ
た
結

果
の
実
現
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
つ
の

合
併
効
果
と
言
え
よ
う
。

　

短
い
期
間
の
訪
韓
で
は
あ
っ
た
が
、

今
回
の
交
流
は
参
加
者
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
、
大
仙
市
に
と
っ
て
も
確

か
な
一
歩
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
た
。
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　市では、中心市街地活性化につな
がる事業を募集します。
　募集する事業は、みなさんが取り組
むもので、活性化につながり、実現可
能と思われる内容については、基本計
画に組み込みます。また、内容により
国などから支援を受けられる場合もあ
ります。より良いまちづくりのため、

市では、国の中心市街地の活性化に関する法律※1 に基づいた「大仙市中心市街

地活性化基本計画」を策定し、安心して快適に生活ができるコンパクトなまちづ

くり※２を推進します。

【問い合わせ】総合政策課政策調整班☎ 0187-63-1111 内線 228 まで

大仙市中心市街地活性化基本計画を策定
中心市街地の活性化に向けた取り組み

安心で快適な生活ができる
コンパクトな まちづくりを推進

みなさんのアイデアをご応募ください。
◆事業例／イベントの開催、空き店
舗の活用、賃貸マンションの建設、
商業施設の建設など
◆申込受付期間／２月 28日（土）
【問い合わせ・申し込み】
 総合政策課政策調整班
 ☎ 0187-63-1111 内線 228 まで

 中心市街地活性化事業のアイデアを募集（一次募集）

あなたのアイデアがまちづくりを変える「主役はみなさんです」

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集

大
仙
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
（
案
）
の
概
要

中
心
市
街
地
の
現
状

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
、
車

社
会
の
進
行
に
伴
い
、
中
心
市
街
地

で
の
居
住
人
口
や
事
業
所
数
の
減
少
、

空
き
店
舗
の
発
生
な
ど
空
洞
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

地
域
の
中
核
的
な
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
は
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み

　

大
仙
市
で
も
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

に
歯
止
め
を
か
け
活
性
化
を
図
る
た

め
、
法
律
に
基
づ
く
「
大
仙
市
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
着
実
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
で
は
、
活
性
化
に
向
け
た

基
本
方
針
と
し
て
「
安
心
し
て
住
め

る
中
心
市
街
地
の
形
成
」
と
「
楽
し

く
機
能
的
な
中
心
市
街
地
の
形
成
」

と
い
う
２
つ
の
柱
を
設
定
し
ま
す
。

定
住
の
促
進
や
生
活
利
便
性
の
向
上
、

魅
力
あ
る
都
市
機
能
の
充
実
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口
増
加
な

ど
、
行
政
・
民
間
に
よ
る
各
種
事
業

を
実
施
し
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
区
域
と
期
間
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
東
西
約

１
０
０
㌶
と
し
、
平
成
22
年
４
月
か

ら
27
年
３
月
ま
で
の
５
年
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
将
来

を
見
据
え
た
都
市
構
造
の
構
築
に
向

け
て
、
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
担
い

手
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※１ 中心市街地活性化法

地方都市中心部の疲弊に対応す

るため平成 10年７月に施行さ
れました。18年には、コンパク
トでにぎわいのあるまちづくり

に向けて法改正されました。

※２ コンパクトなまちづくり

中心部に公共公益施設や商業

施設、住宅を集めた都市のこ

と。住民が徒歩で日常生活を過

ごせるまちづくりのモデルに

使われます。人口減少や行政の

財政難などで、この取り組みは

全国で加速しています。
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大
曲
市
民
会
館
周
辺
で
通
行
止
め

消
防
出
初
式
の
交
通
規
制

　

消
防
出
初
式
の
た
め
、
大
曲
市
民
会
館
周
辺

が
一
時
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
15
分

ご
ろ
〜
１
時
45
分
ご
ろ

【
問
い
合
わ
せ
】

 

消
防
安
全
課
☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

 

内
線
２
３
４
ま
で

大曲・西仙北地域
市営住宅の入居者を募集

◆募集住宅／

 【大曲地域】

 福見町市営住宅・一般向け１戸（２

ＬＤＫ・Ｓ 56建設）
 家賃／ 16,800 円～ 27,900 円
  船場町市営住宅・一般向け２戸（２

ＬＤＫ・Ｈ３建設）

 家賃／ 18,700 円～ 31,000 円

 笑の口市営住宅・一般向け１戸（２

ＬＤＫ・Ｈ８建設）

 家賃／ 25,300 円～ 41,900 円

 【西仙北地域】

 北ノ沢市営住宅・一般向け４戸（う

ち平屋建２戸・２階建２戸３ＤＫ・

Ｈ 20建設）※新築の住宅です。
 家賃／ 25,300 円～ 74,400 円
※家賃は住宅の設備や入居者の収入に
よって異なります。

◆入居資格／
①同居する親族がいる方。ただし、
高齢者や障害者の方は単身でも
入居できる場合があります。
②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている収
入基準以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員（暴
力団対策法第２条第６号に規定する

暴力団員）でない方
⑥市内に居住する連帯保証人がいる方
◆入居可能日／
 【大曲地域】２月 10日（火）
 【西仙北地域】２月２日（月）
◆申込受付期間／１月５日（月）か
ら１月19日（月）までの午前９時
～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

【問い合わせ・申し込み】
 【大曲地域】
 建設部都市計画課☎0187-66-4908
 【西仙北地域】
 西仙北総合支所建設課
 ☎ 0187-75-2971 まで

第 55 回文化財防火デー

1/ 24 土  10:00
唐松神社境内

【唐松神社】授子安産の神社と

して有名です。歴史も古く、

参道の杉並木は樹齢が 320 年
にも及びます。神社が所有す

る木造獅子頭とともに県の文

化財にも指定されています。

【問い合わせ】
教育委員会協和分室
☎ 018-892-3820 まで

第 17回
協和文化財防火デー

【古四王神社】飛騨の工匠「甚

兵衛」が造ったという棟札が

見つかった古四王神社。釘が

一本も使われていない美しい

社殿は、国の重要文化財に指

定されています。

【問い合わせ】
文化財保護課
☎ 0187-63-8972 まで

1/ 25 日  10:30
古四王神社境内

第22回
古四王堂火消しもちまつり

　昭和 24 年１月 26 日は、日本最古の壁画「奈良県法隆寺金堂の壁画」
が焼損した日です。これをきっかけに消防庁と文化庁では、毎年１月

26 日を「文化財防火デー」と定め、この日を中心として文化財を火災
や震災、その他の災害から守るための文化財防火運動を全国的に展開

しています。市では、大曲地域の古四王神社と協和地域の唐松神社の

２カ所で防火訓練を行い、文化財保護と防火を呼びかけます。

幟
旗
、
寄
進
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

全市の消防団員が大曲市民会館前

に集結し行進を行います。沿道か

らの声援をお願いします。

年明けのごみ。
１度に出さず、２度に分けて出してください。

1 月 5 日（月）・6日（火）の収
集日は、10 日分のごみが一斉に
出されることが予想されます。

　排出量が多いと、その日のう

ちに収集できず翌日以降のごみ

処理に影響する恐れがあります

ので、次の収集日と分けて出す

よう、ご協力をお願いします。

年末年始のため休業

収集日
12/25 26 27 28 29 30 31 1/ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

月・木 集 10日間収集しません 集 ← 分ける → 集

火・金 集 10日間収集しません 集 ← 分ける → 集



18

大
曲
都
市
計
画
変
更
の

説
明
会
開
催

　

次
の
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ

い
て
、
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す

◆
説
明
会
の
内
容
／

①
都
市
計
画
公
園
の
変
更
（
公
園

の
名
称
変
更
）

②
都
市
施
設
の
廃
止
（
１
号
ご
み

焼
却
場
の
廃
止
）

③
都
市
施
設
の
名
称
変
更
（
２
号

ご
み
焼
却
場
、
し
尿
処
理
場
の
名

称
変
更
）

◆
日
時
／
１
月
８
日
（
木
）
午
後

６
時
〜

◆
会
場
／
花
館
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

 

都
市
計
画
課
計
画
班

 

☎
０
１
８
７
（
66
）
４
９
０
８

ま
で

入場料（全席自由・両日券）／
【一般】500 円【学生】300 円（高校生以下）

【問い合わせ】
 大曲市民会館☎ 0187-63-8766 まで（月曜休館）

優秀者演奏会
12:30 ～・大曲市民会館

特別演奏
16:30 ～・大曲市民会館
出演者／松本美和子（ソプ
ラノ）・腰塚賢二（ピアノ）

1/ 11 日本選

1/ 10 土予選

ピアノ部門
12:00 ～・大曲市民会館

弦・管・打楽器部門
12:00 ～・大曲中央公民館 

声楽部門
16:00 ～・大曲市民会館

チケ
ット
好評
発売
中
!!

第 21 回
大仙市大曲新人音楽祭コンクール

離
職
者
に
対
す
る
支
援

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
離

職
者
支
援
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
／
生
計
中
心
者
で
、
失
業

に
よ
り
生
活
が
困
難
で
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る
方

◆
支
援
金
／
12
カ
月
以
内
で
月

額
20
万
円
を
限
度
に
貸
し
付
け

（
単
身
世
帯
の
場
合
は
10
万
円
）

※
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

◆
償
還
方
法
／
年
利
３
％
で
７
年

以
内
に
償
還
（
12
カ
月
の
据
え
置
き
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
０
１
８
（
８
６
４
）
２
７
１
１

ま
で

農業委員会委員選挙人名簿登載
申請書の提出をお願いします

　市の農業委員の選挙権がある方には、毎年

１月１日現在で「農業委員会委員選挙人名簿

登載申請書」の提出をお願いしています。

　各農家世帯に「登載申請書」を郵送します

ので、内容を確認し押印して同封の返信用封

筒でお送りください。

　なお「登載申請書」の提出がない場合は、

選挙権を行使できない場合があります。申請

期限までに必ず提出するようお願いします。

◆資格要件／平成元年４月１日以前に出生し

た方で、平成 21 年１月１日現在で大仙市
に住所があり、10アール以上の農地で耕作
の業務を営む方か、同居の親族またはその

配偶者で年間 60日以上耕作に従事した方
※資格要件に該当する方で申請書が届いてい

ない場合は農業委員会事務局までご連絡く

ださい。

◆申請期限／１月 10日（土）※必着

【問い合わせ・申請】

 東部農業委員会☎ 0187-63-8970
 西部農業委員会☎ 0187-75-2962 まで

１月４日は
「友引」のため
各斎場は休みです

　１月４日は「友引」のため、
斎場（中央・南部・北部）、西仙
北火葬場が休みとなります。
よろしくお願いします。

臨
時
的
資
金
の
貸
し
付
け

　

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
／
低
所
得
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
な
ど

◆
貸
付
金
／
限
度
額
10
万
円

※
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

◆
償
還
方
法
／
無
利
子
で
10
カ
月

以
内
に
償
還
（
１
カ
月
の
据
え
置
き
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
０
２
７
７

ま
で
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守

り
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
す

る
方
々
で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
認
知
症
に
関
す
る
無

料
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美

郷
町
に
在
住
の
方

◆
日
時
／
１
月
31
日
（
土
）
午
前

生
涯
学
習
情
報
誌

「
こ
す
も
す
」
第
３
号

　

「
こ
す
も
す
」
は
、
各
地
域
で

活
躍
し
て
い
る
市
民
や
サ
ー
ク
ル

を
写
真
を
た
く
さ
ん
使
い
紹
介
し

て
い
る
生
涯
学
習
情
報
誌
で
す
。

　

今
号
は
、各
地
域
の
方
々
が
「
ふ

る
さ
と
」
に
つ
い
て
語
っ
た
座
談

会
特
集
や
市
内
で
見
る
こ
と
の
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
花
や
野
鳥
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
各
庁
舎
、
教
育
委
員
会

各
分
室
、
各
公
民
館
な
ど
の
市
内

の
各
施
設
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
持
ち
帰

り
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
３
３
９
ま
で

訂正とおわび

12 月１日号の広報だいせんの 11 ページ「市民俳句大会」で藤田小槌さんが大曲地域となっていましたが中仙地域の間違
いでした。また、12 月 16 日号の５ページ「雪下ろし協力業者一覧」の中で、南外地域の雪下ろし可能な業者の業者名に
間違いがありました。訂正しておわびします。誤）高正建設 → 正）高正住建　　誤）高橋強建設 → 正）高強建設

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
募
集

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
IT
研
修
室
（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
先
着
12
人

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７
（
72
）
４
６
３
３

 

神
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

☎
０
１
８
７
（
72
）
４
６
０
１

 

ま
で

 

℻  ０
１
８
７
（
72
）
２
４
１
３

番号 コース名 期日 受講料

１  ワードの基礎
１月 13 日（火）から 30 日（金）
までの、毎週火曜日・金曜日

2,100 円

２  エクセルの基礎
３月２日（月）・４日（水）・６日（金）・
９日（月）・11日（水）・13日（金） 2,100 円

固定資産税についての
お知らせ
「取り壊した建物は

ありませんか？」

　建物や土地などに課税されている

固定資産税は、毎年１月１日に所有

している方に課税されます。

　平成 20年１月２日から 21年１月
１日までの間に、取り壊した建物が

ある場合は、税務課か各総合支所市

民課課税担当までお届けください。

【問い合わせ】

 各総合支所市民課税務担当

 税務課☎ 0187-63-1111 まで

申し込みはお早めに
フロンティア農業者研修生の
２次募集

　新規就農や新たな部門を始めるために必

要な知識を身につけるため、県の農業試験

場等で行う約２年間の農業研修です。

◆研修コース／花きコース、酪農コース、

肉用牛コース、りんごコース、なし・ぶ

どうコースから１つを選択

◆研修期間／４月から平成 23年２月まで
◆研修奨励金／ 月額 75,000 円（予定）
◆申込書提出期限／ 1月 22 日（木）
【問い合わせ・申し込み】

 各総合支所農林振興課

 本庁農林振興課

 ☎ 0187-63-1111 内線 244
 太田農業振興情報センター

 ☎ 0187-86-9111 まで

10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
中
央
公
民
館

◆
定
員
／
先
着
２
０
０
人

◆
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
連
絡

◆
申
込
受
付
期
限
／
１
月
16
日

（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部

 

☎
０
１
８
７
（
56
）
７
１
２
５

 

℻  ０
１
８
７
（
56
）
４
４
５
７

 

大
曲
仙
北
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連

絡
会
事
務
局

 

☎
０
１
８
７
（
84
）
３
５
８
１

 

ま
で

 

℻  ０
１
８
７
（
84
）
３
５
８
２

内
線
３
３
９
ま
で

込みはお早めに込

市
の
生
涯
学
習
情
報
が

満
載
の
「
こ
す
も
す
」

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　花館小学校（荒川淑子校長・377 人）に12 月５日、
中国甘

かん

粛
しゅく

省から文化交流員が訪れ、５年生（63 人）と

交流会を行いました。

　秋田県と中国甘粛省は友好提携を結んでおり、平成 13 年から毎年相互に交流員を送り文化交流を進めています。今回花
館小を訪れたのは党

とう

栄
えい

華
か

さん（写真右端）と王
おう

玲
れい

秀
しゅう

さん（写真右から２人目）の二人。中国北西に位置する甘粛省の風土や文化、

簡単な中国語などを教えてくれました。子どもたちはメモを片手に日本と中国の文化の違いなどについて学びました。

　交流会の最後には「面
めん

片
ぺん

」という一般的な家庭料理を試食。小麦粉で作った生地を伸ばして、すばやく手でちぎり、鍋に

いれる様子に子どもたちは驚きの声を上げ「ワンタンみたいにつるつるしてておいしい」とあっという間に鍋をたいらげました。

花館小学校と中国甘粛省が文化交流
甘粛省ってどんなとこ？

　西仙北地域大沢郷地区で進められている簡易水道整備事業で大沢郷浄水場が

完成し、地区の一部で１月から給水が開始されました。

　12 月１日に行われた通水式には関係者約 50 人が参加。大沢郷地区簡易水道
加入者組合の齋藤郁雄組合長は、「散在する集落で安定的に水が確保でき、うれ

しい。地区全域での完成が待ち遠しい」と祝辞を述べました。

　同地区内の既存水源の一部は小規模で、渇水や水質悪化などが心配されるな

ど、良質な飲料水を安定的に確保することは、地区住民にとって旧西仙北町時

代からの長年の願いでした。近くを流れる雄物川の伏流水を水源とし当地区全

域に給水される計画で、水道管延長約 58㎞、計画給水人口 1,550 人、約 450 戸
に飲料水が供給できるように平成 23年度の完成を目指しています。

大沢郷地区簡易水道整備事業通水式
浄水場が完成し１月から一部通水開始

浄水場の通水スイッチを押す栗林市長。

西分署庁舎（奥）と訓練施設（手前）

子どもたちは中国の文化を肌で感じました。

　AAB秋田朝日放送主催の「あきたふるさと手作りCM大賞 2008」で
大仙市のCMがハッスル賞（特別賞）を受賞しました。

　ドンパン祭りに焦点をあてた今年のCMでは、「踊りだしたくなるまち

大仙市」をテーマに大仙市の元気をアピールしました。

　副賞として今回制作したCMが年間50本放送されます。番組は１月３
日（土）午後１時30分からAAB秋田朝日放送で再放送される予定です
ので、ぜひご覧ください。また、市ホームページから受賞作品ならびに

過去の作品を見ることができます。トップページ左下の「映像で見る大

仙市」をクリックしてご覧ください。

あきたふるさと手作り CM大賞 2008
大仙市がハッスル賞を受賞

ドンパン祭りを題材に制作した大仙市の今年の CM。
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　11 月 22 日・23 日、鹿角市と小坂町で第 14 回全日
本ユース（U-15）フットサル大会東北大会が行われ、
神岡 FCが準優勝しました。

　予選を１位で通過した神岡 FCは決勝戦で岩手県代

表のヴェローチェ盛岡と対戦。接戦の末、惜しくも３

－４で敗れはしたものの、準優勝という好成績で全国

大会への切符を手にしました。

　全国大会に向けて主将の高橋一真さん（写真前列中央）

は「全国大会では秋田県の代表であり、東北の代表で

もあるということを意識し、頑張りたい」と意気込み

を語ってくれました。全国大会は１月 10 日から 12 日
まで福岡県北九州市で行われます。

神岡FCが準優勝で全国大会へ
全日本ユース（U-15）フットサル大会東北大会

　11 月 28 日、大曲仙北広域市町村圏組
合大曲消防署西分署の竣工式が、現地（南

外地域坊田地内）で行われました。

　西分署の設置は、庁舎の老朽化が著し

い神岡分署・南外分署・大曲北出張所を

組織統合することにより、これまで救急

車を配備していなかった神岡地域の救急

不便地域の解消と小規模消防隊の増強を

図るなど、地域の情勢に即した消防体制

の確立を目指してこれまで進められてき

ました。

　新庁舎には、消防ポンプ車 2台と救急
車 1台、広報連絡車 1台が配備されてい
るほか、火災燃焼実験や濃煙熱気進入訓

練、高所救出訓練などの大規模訓練が実施可能な多目

的訓練施設を敷地内に併設。12 月 1日から運用が開始
され、現在 21 人の消防職員が地域住民の安全と安心
を守るため、日々奮励しています。

大曲消防署西分署の竣工式
新たな消防体制の確立に向けて

　仙北ふれあい文化センター北側に隣接して建設される大

仙市新仙北体育館建設工事の安全祈願祭が 12 月４日、現
地で行われ、神事には関係者約 40人が出席しました。
　新仙北体育館は、鉄筋コンクリート造り２階建、延床面

積 2,949.59㎡で、アリーナはバスケットボールコート２面
分の広さ。２階にはトレーニングルームや１周約 160 ｍの
ランニングコースなどが設備されます。

　仙北ふれあい公園整備事業の一環として進められている

工事で、完成予定は来年の 10月 30 日。隣接した仙北ふれ
あい文化センターや仙北球場、仙北健康広場などの施設と

ともに地域の生涯学習の拠点として期待されています。

大仙市新仙北体育館建設工事安全祈願祭
仙北地域のスポーツ拠点施設に着手

　大曲地域日の出町町内会（平野靖夫代表）で組織する自

主防災組織「日の出町内会防災・防犯の会」は、宝くじ

の収益で実施されるコミュニティ助成事業（自主防災組織

育成事業）を受け、防災倉庫とテント、発電機などの防

災用資機材を購入しました。

　同会は、地区の防災意識の高まりを受け、平成18年
７月７日に結成。町内行事の運動会や三世代交流事業に

防災ゲームなどを組み入れて関心を高め、安全安心マッ

プを全戸に配布するなど活発に活動しています。

　これらの活動

が認められ、今回

の助成の対象と

なりました。今後、

自主防災組織結

成のモデルとし

て期待されます。

日の出町に宝くじ助成金で防災倉庫
自主防災組織のモデルに

あすなろ児童公園に設置された防災倉庫。

生涯学習の拠点施設として期待される新体育館完成予想図。

全国大会へ望む神岡 FCのメンバー。
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内訳／感想 22　意見４　質問１　要望２　なし１

　表紙は西仙北地域大沢郷地区の伝統芸能「椒沢番楽」。
シリーズ国民健康保険、特集「あなたのこころ元気です
か？」、幼稚園と保育所の申し込み受け付けなどをお知ら
せした号でした

12月１日号を振り返り

今回の応募総数は　30通12 1
平成20年12月1日

第88号

伝
統
を
舞
う

紙
類
の
出
し
方
で
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
広
報
に
分
か

り
や
す
い
説
明
が
載
っ
て
い
て
良

か
っ
た
で
す
。

　

お
菓
子
の
箱
と
い
う
の
は
大
き

い
箱
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、

小
さ
い
も
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
つ
つ
、
だ
い
ぶ
捨
て
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

 

（
南
外
地
域　

75
歳
男
性
）

近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら「
椒

沢
番
楽
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、と
て
も
残
念
で
し
た
が
、

広
報
の
表
紙
を
飾
っ
て
お
り
感
激

し
ま
し
た
。

　

池
田
氏
庭
園
へ
は
今
年
初
め
て

出
か
け
て
み
ま
し
た
が
、
広
報
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
あ

の
色
鮮
や
か
さ
を
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

新
聞
に
市
で
職
員
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
と
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
行
動
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

 

（
西
仙
北
地
域　

57
歳
女
性
）

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
に

は
若
い
人
た
ち
も
積
極
的

に
参
加
し
、
奥
さ
ん
を
助
け
て
く

れ
る
男
の
人
が
増
え
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
妻
よ
り
）

 

（
中
仙
地
域　

32
歳
男
性
）

お
便
り
広
場
に
載
っ
て
い
た

「
市
内
30
代
女
性
」
の
寄
付

や
募
金
に
関
す
る
意
見
は
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
の
基
準
だ
け
で
考
え
て
い

て
は
、
こ
の
大
仙
市
は
良
く
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
大
仙
に
移
り
住
ん
で

く
れ
た
の
だ
か
ら
、
市
の
発
展
の

た
め
に
も
、
こ
う
い
う
方
た
ち
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
市
内　

60
代
女
性
）

紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
新
聞

の
チ
ラ
シ
し
か
出
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
お
菓
子
の
箱
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
も
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
燃
や
せ
る
ご
み
を
少
な

く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
大
曲
地
域　

36
歳
女
性
）

い
よ
い
よ
師
走
に
な
り
ま
し

た
。
新
年
は
ま
ず
雪
害
や

風
水
害
が
な
く
、
豊
作
の
一
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
仙
市
の
地
域
経
済

も
上
向
き
に
転
じ
、
商
店
街
に
も

活
気
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

 

（
西
仙
北
地
域　

73
歳
男
性
）

ご
み
袋
の
値
上
が
り
は
家
計

に
き
つ
い
か
な
と
思
い
ま

し
た
が
、
以
前
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
ご
み
の
削
減
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
を
大
切
に
し
て
み
ん
な
で

温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
！
で
す
ね
。

 

（
中
仙
地
域　

33
歳
女
性
）

広
報
で
料
理
講
習
の
記
事
を

読
み
、
電
話
を
す
る
の
で

す
が
、
い
つ
も
満
員
で
参
加
で
き

ず
残
念
で
す
。

　

合
併
し
て
、
対
象
が
増
え
た
の

で
、
応
募
が
多
い
と
き
は
何
回
か

に
分
け
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
仙
北
地
域　

51
歳
女
性
）

以
前
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱

や
菓
子
箱
な
ど
小
さ
な
空

き
箱
を
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
た

ら
も
っ
と
ご
み
が
減
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
広

報
に
そ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た

の
で
、
さ
っ
そ
く
ダ
ン
ボ
ー
ル
類

の
方
へ
仕
分
け
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ご
み
が
減
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

 
（
協
和
地
域　

37
歳
女
性
）

そ
ろ
そ
ろ
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン

で
す
が
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

　

そ
し
て
交
通
事
故
が
減
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
中
仙
地
域　

49
歳
男
性
）

特
集
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
元
気

で
す
か
」
を
読
み
ま
し
た
。

　

生
活
様
式
な
ど
社
会
が
変
化
し

て
い
く
中
で
も
、
長
年
培
っ
て
き

た
地
域
で
の
助
け
合
い
の
心
を
大

切
に
し
て
、
人
と
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

 

（
大
曲
地
域　

66
歳
男
性
）

ご
み
の
有
料
化
は
正
直
な
と

こ
ろ
大
反
対
で
し
た
。
で

も
、
さ
っ
そ
く
成
果
が
現
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

広
報
に
書
か
れ
て
あ
る
よ
う

に
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
重
要

な
こ
と
は
排
出
者
で
あ
る
私
た
ち

一
人
一
人
の
意
識
改
革
だ
と
思
い

ま
す
。

　

自
分
の
身
に
ふ
り
か
か
ら
な
い

と
な
か
な
か
真
剣
に
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
エ
コ
も
考
え
リ
サ

イ
ク
ル
を
意
識
し
た
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
神
岡
地
域　

38
歳
女
性
）

22



「お便り広場」はみなさんのページです。広報
クイズとあわせ、市政に対する質問・意見など
みなさんの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちらまで
〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課
手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で
ご応募ください。なお、Eメールの場合は件名に「広
報クイズ応募」といれてください。

Farm products07 納　豆

材料（４人分）
里芋……………… 大 2個

塩漬けワラビ（水煮ワラビ）

………………… 5～ 6本

さく …………… 1～ 2本

お好みのキノコ ……120ｇ
（さわぼたし、なめこ、ならたけなど）

豆腐………… 3分の1丁

油揚げ ……………… 1枚

高菜漬け …………… 適量

納豆……………… 1パック

白ネギ ……… 2分の1本

温泉卵……………… 2個

おこげ ……………… 4枚

作り方
① 納豆をすり鉢で練りを出さ

ないようにすりつぶす。

 （納豆が逃げるようであれ
ば、大根でつぶすと粘りが

出ません）

② 里芋は一口に切って水か

ら湯がく。塩漬けワラビ

とさくは塩出しして細かく

刻む。キノコはそのまま、

豆腐は細目切り、油揚げ、

高菜漬け、白ネギはみじ

ん切りにする。

③ 具材の入らないみそ汁を

作ります。（納豆汁の素を
使う場合は薄めに）汁が沸

いてきたら白ネギと納豆以外

の具材を入れる。

④ 再度沸騰してきたら火を

弱め、みそ汁を少々とっ

て、つぶした納豆をのば

す。溶けやすい濃度になっ

たら③に入れる。

⑤ 鍋肌から湯気が立ち上っ

てきたら完成。お椀に盛

りつけ、刻み白ネギとお

好みで七味をかけて召し

上がれ。

第 1 4 代鍋将軍

「 大 曲 の 納 豆 汁 」

今回の匠
たく

味
み

 ／ 米 澤 智 美 さん
（大曲商工会議所青年部）

　第 1 4 代鍋将軍の称号を
獲得した「大曲の納豆汁」を
メニューに加えてくれるお店を
募集しています。
　なお、加入には審査が伴います。
【問い合わせ先】
大曲商工会議所青年部

☎ 0187(62)1262

納豆汁は各家庭の味で
すから、今回のレシピは、

ほんの一例ですので参考にし
て調理ください。
　納豆をミキサーやフードプ
ロセッサーですりつぶさない
でください。
　納豆を入れたら決して沸騰
させないでください。納豆の
香りが飛んで、えぐみが出て
しまいます。

ワン

ポイント

！！

クククククククククク
みみみみみみみみみみみみなみなみなみななみみみなみみみみみなみみみ

あああああああああああああああああああああああててあああて
〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒〒

私
は
高
校
３
年
生
で
す
が
、

来
年
の
進
路
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

お
か
げ
で
今
年
も
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
が
で
き
そ
う
で
す
。
早
く
雪
が

降
っ
て
ほ
し
い
な
あ
。

 

（
太
田
地
域　

18
歳
男
性
）

大
曲
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
い
つ
も
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
つ
つ
、
孫
の
育
児
を
し
な

い
と
い
け
な
く
、
な
か
な
か
行
け

な
い
で
い
ま
す
。

　

う
れ
し
い
も
の
だ
か
、
悲
し
い

も
の
だ
か
…
。

 
(

中
仙
地
域　

57
歳
女
性)

大
仙
市
も
財
政
的
に
職
員
給

与
の
負
担
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
い
っ
そ
う
の
職
員
定
数

の
削
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、
議

員
定
数
も
減
ら
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

 

（
大
曲
地
域　

59
歳
男
性
）

先
月
に
初
雪
が
あ
っ
て
か
ら

こ
れ
ま
で
雪
が
積
も
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
経
過
し
て
く
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

除
雪
の
費
用
も
か
か
ら
ず
、
腰

も
痛
ま
ず
、
助
か
る
の
で
す
が
。

 

（
協
和
地
域　

65
歳
男
性
）

男
前
な
料
理
「
さ
ば
の
お
ろ

し
煮
」
の
記
事
を
読
み
ま

し
た
。
男
性
も
厨
房
に
入
る
時
代

は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
中
仙
地
域　

76
歳
女
性
）

が
っ
こ
が
お
い
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　

い
ぶ
り
が
っ
こ
作
り
は
大
変
な

作
業
で
す
が
、
あ
の
サ
ク
サ
ク
な

歯
触
り
が
と
て
も
お
い
し
い
く
、

お
茶
の
お
と
も
に
最
高
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
伝
統
を
守
っ
た

い
ぶ
り
が
っ
こ
作
り
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
大
曲
地
域　

60
歳
女
性
）

締め切りは　1月 15日（消印有効）

５人の方々に図書カード
1,000円分が当たる
問　題

応募方法

発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市への質問など
を記入のうえ、総合政策課までお送りください。

広報クイズ
大仙市唐津郡青少年交流事業で韓国に行っ

てきた中学生たちは何人だったでしょう。

①７人　　②８人　　 ③９人

DAISEN City Public Relations 2009.1.123

作り方
① 納豆をすり鉢で練りを出さ

ないようにすりつぶす。

れ

い

の
だ
か

悲

も
の
だ
か
…
。

(
中
仙
地
域

57
歳
女

豆豆 汁 」

大大地の恵みみ
おらほのおらほの畑畑のの
逸品逸品



市長交際費 （11月１日～ 30日）

●仙北図書館のおすすめ

１
月
の
新
着
図
書

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

本
が
な
い
と
き
は
、
図
書
館
職
員
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
市
内

の
各
図
書
館
の
ほ
か
、
県
立
図
書
館
か
ら
も
取
り
寄
せ
ま
す
。

 ５日・月 仕事始めの式

  大仙市消防出初式

 ６日・火 大曲商工会議所新春賀詞交歓会

 ７日・水 定例記者会見

 ８日・木 大仙市交通指導隊・防犯指導隊
観閲式

 10 日・土 峰吉川振興協議会新春懇話会

 11 日・日 第 21 回大仙市大曲新人音楽祭
コンクール開会式・表彰式

 13 日・火 雄物川流域林業活性化協議会
総会

 18 日・日 船岡地区新春行政座談会

 24 日・土 協和文化財防火デー

 25 日・日 曲仙会「新春歌と踊りのチャリ
ティー」

  古四王堂火消しもちまつり

 26 日・月 ケヤキの会情報交換会

 27 日・火 全国市長会（東京都）

 31 日・土 花園児童センター 30 周年記念
式典・祝賀会

１月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

各図書館問い合わせ

大曲図書館 ☎ 0187-62-1012 南外図書館 ☎ 0187-74-2130
神岡図書館 ☎ 0187-72-2501 仙北図書館 ☎ 0187-69-3334
西仙北図書館 ☎ 0187-75-0099 太田図書館 ☎ 0187-88-1119
協和図書館 ☎ 018-892-3830 中仙学習情報室 ☎ 0187-56-7200

幼児・児童向け図書

■各図書館イベント
【おはなし会】
 仙北 １月 10 日（土）・24 日（土）午前 11 時～
 神岡 １月 17 日（土）午前 11 時～
 協和 １月 17 日（土）午前 10 時～
 西仙北 １月 24 日（土）午前 10 時～
【どんぐり文庫おはなし会】
 太田（敬愛館） １月 24 日（土）午前９時 30 分～午後３時
 （おはなしの他にむかしの遊びもあります。）
■企画
【大友一夫・栄子　伊豆沼こけしと写真展】
 期間／１月 11 日（日）から２月 28 日（土）まで
 会場／大曲図書館

あきたふるさと手作り CM 大賞特別賞を受賞し、

AAB 秋田朝日放送からトロフィーを受け取る栗林市

長（写真右）。

摘要 件数 金額

弔 慰 ９ 130,000円　

慶 祝 37 257,265円　

協賛 １ 5,000円　

合 計 47 392,265円　

小説

◎けちゃっぷ／喜多ふあり
◎少年アリス／長野まゆみ
◎おひるのたびにさようなら／安戸悠太
◎ファミリーポートレイト／桜庭一樹
◎どこから行っても遠い町／川上弘美
◎いつかＸ橋で／熊谷達也
◎天使の歩廊／中村弦
◎巣立ち／諸田玲子
◎あなたの獣／井上荒野
◎オリンピックの身代金／奥田英朗
◎女神記／桐野夏生
◎あまりに野蛮な　上・下／津島佑子
◎光／三浦しをん
◎銀のみち一条　上・下／玉岡かおる
◎ひとつ目女／椎名誠
◎悼む人／天童荒太
◎彼岸花／宇江佐真理
◎宇宙を孕む風／片山恭一
◎東天の獅子　第３巻／夢枕獏
◎空とセイとぼくと／久保寺健彦
◎武士の尾／森村誠一

◎トランプおじさんとペロンジのなぞ／たかどのほうこ
◎月あかりのおはなし集　続／アリソン・アトリー
◎グラファロのおじょうちゃん／アクセル・シェフラー
◎せせらぎのむこうに／シーリア・ウィルキンズ
◎ターニング・ポイント／デイヴィッド・クラス
◎かいものさんぽゴムぞうり／古賀鈴鳴
◎「おまえだ！」とカピバラはいった／斉藤洋
◎エゾオオカミ物語／あべ弘士
◎えほんのこども／荒井良二
◎とうさんのあしのうえで／いもとようこ
◎おやすみ、かけす／マリー・ホール・エッツ
◎はずかしがりやのれんこんくん／長野ヒデ子

野 菊 野菊会本部／発行
　今回のおすすめは、地域で発行され、現代

でも内容が注目されている会誌「野菊」です。

　戦後の混乱期に、一人の青年の尽力により

「野菊」は誕生しました。

　この会誌に投稿された当時の方々の熱い

思いには、現代を生きる私たちの心の琴線

に触れることがたくさんあります。

　また、裏表紙の広告も懐かしく、当時を

知る貴重な資料となっています。ぜひ、ご

覧ください。　　（所蔵あり　仙北図書館）

図書館情報BOOKs

24



「大曲の納豆汁」が鍋将軍に
大曲商工会議所青年部が初出場で初優勝

DAISEN City Public Relations 2009.1.125

会議所
「大曲の納
大曲商工会大曲商工会

【大曲の納豆汁メニューを提供し、まちおこしに取り組む店】
弁 天 ☎ 0187‒62‒4148・大曲丸の内町

花 よ し ☎ 0187‒63‒5757・大曲丸の内町

和台所「花」 ☎ 0187‒86‒3311・朝日町

大曲エンパイヤホテル ☎ 0187‒63‒1131・大曲白金町

川端グループ（要予約） ☎ 0187‒62‒0354・大曲浜町

旅館 大盛館（要予約） ☎ 0187‒62‒3145・大曲栄町

第
14

軍
将
鍋
代

」
汁
豆
納
の
曲
大
「

鍋料理が恋しい季節̶。

「漁
ぎょ

師
し

鍋」「骨付きカルビ

のほろほろ鍋」「包丁人直伝あ

んこう鍋」「仙臺牛タン福カレー

鍋」̶。

　名前を聞いただけで、よだれが

出そうな鍋の数々。平成鍋合戦

には東北、北海道から31 団体
が参加し、各地の特産食材を駆

使し、創意工夫を凝らした34 種
類が勢ぞろいした。

　このイベントは毎年この時期に

開催され、今年で 14 回目。鍋
料理を求めてツアーが組まれる

など、全国の食通には知られた

催しで、会場には約４万人が足を

運び、１杯 200 円から500 円で
振る舞われる各地の鍋を「はし

ご」しながら楽しんだ。

　一般公募の審査員約 30 人が４
ブロックに分かれて食べ歩く１次

審査で上位８点を選出。６人の特

別審査員が味やアイデア、コス

トパフォーマンスを２次審査した。

「大曲の納豆汁」は、地元産の

里芋やネギ、豆腐、塩漬けワラ

ビ、地元産納豆のひき割り・粒・

練りの３種類をブレンドしたもの

を使用。コメを油で揚げたおこ

げや温泉卵をトッピングするなど、

郷土の家庭料理の味とアイデア

が詰まった逸品。（レシピは23ペー

ジ参照）１次審査を１位通過した納

豆汁は、2次審査でも高い評価
を受け、見事に第 14 代の鍋将
軍の栄光に輝き、１年間、この誇

り高き称号を名乗る権利を獲得

した。

家庭の味とアイディアが評価

　大会での販売時間は、午前 11
時から午後３時までの４時間。初

出場の大曲商工会議所青年部は

満を持して500 食を準備。販売
と同時に１杯 200 円の納豆汁に
は長蛇の列ができ、２時間足らず

で完売。予備分として持っていっ

た70 食も急きょ追加調理するが、
30 分あまりでなくなる盛況ぶり。
　審査委員長を務めた料理研究

家の樋口順子さんは、「納豆の

良さを残しつつ、納豆嫌いの人

でも食べられる味に仕上げている。

具材もバラエティに富んで楽しく

なる」と講評。また、おこげや

温泉卵をトッピングしたアイディ

アも高く評価された。

　おこげをトッピングするアイディ

アや調理を担当した米澤智美さ

んは、「納豆汁と一緒に『ごはん』

が食べたいという意見を聞き、お

こげをトッピングすることを思い

付いた。納豆汁本来の味を残し、

たくさんの人に食べてもらうため

の工夫が大変だった」と話す。

　同青年部の小松会長は「大曲

で普通に食べられている納豆汁

の味を知ってもらいたかった」と

無欲の勝利を喜ぶと同時に、「こ

れを機に大曲の納豆汁をまちの

活性化につなげたいと思う。市

内各地で個性豊かな納豆汁が

食べることができるまちを築きた

い」と抱負を語る。

　現在、大曲地域の複数店で納

豆汁メニューを提供。同青年部

では 30 店舗を目標に、一緒に
納豆汁のまちおこしに協力してく

れる飲食店の仲間を募集してい

る。（※加入には要審査）

　希望する方は、大曲商工会議

所青年部☎ 0187(62)1262まで
連絡してくださいとのこと。

　やみつきになる味、糸を引くＳ級

（将軍級）のうまさで、ホカホカ

の地域づくりに取り組んでみては

いかがだろう。

　「天下一の鍋」を競う第14回天童冬の陣 平成鍋合戦（天童商
工会議所主催）が 12月７日、天童市の山形県総合運動公園であり、
初参戦した大曲商工会議所青年部（小松忠信会長）の「大曲の納豆

汁」が優勝し、第14代鍋将軍の称号を勝ち取った。



太田

太田地域雪下ろし業者追加

■追加業者・個人／

（有）髙橋工務店（２㌧）

 ☎ 0187-89-1265
（有）イトウ商会（２㌧・４㌧）

 ☎ 0187-88-2250
藤谷建築（２㌧）

 ☎ 0187-88-1670
髙橋正徳さん（個人）

 ☎ 0187-89-1897
【問い合わせ】

 太田総合支所市民課

 ☎ 0187-88-1114 まで

　中仙地域の一部で、NTT 東

日本によるＢフレッツサービ

ス（フレッツ光）が開始されます。

　加入の事前受け付けが始

まっていますので、加入申し込

み等の問い合わせは NTT 東日

本までご連絡ください。

■サービス拡大エリア／

【中仙地域上鴬野地区】大沢田、

小沢田、新関

【中仙地域下鴬野地区】大新田、

上中嶋、下中嶋、長瀬、羽場

■サービス開始日／１月９日（金）

【問い合わせ・加入】

 午前９時～午後９時（年中無休）

 NTT 東日本

 フリーダイヤル 0120-116-116
 まで

 ホームページ http://fl ets.com/

中仙

中仙の一部で開始
Ｂフレッツサービス

■期間／１月４日（日）、６日

（火）から 12 日（月）まで
■時間／午前９時～午後５時

■会場／中仙市民会館（ドンパ

ル）展示ホール

■入場料／無料

【飾り花結び実演・体験コーナー】

日時／１月８日（木）・11 日（日）
午前 10 時～午後３時
（できあがった作品は持ち帰ること

ができます）

【問い合わせ】

 中仙市民会館（ドンパル）

 ☎ 0187-56-7200 まで

中仙

飾り花結び展

■日時／毎月第３火曜日の午後

７時 30 分～※１月は 20 日開催
■会場／中仙環境改善セン

ター（中仙庁舎隣り）

【問い合わせ】

 中仙観光協会

 ☎ 0187-56-2337 まで

中仙

ドンパン踊り練習

　毎年恒例の新春将棋大会を開

催します。大仙市以外にお住ま

いの方も参加できます。各級５

位まで表彰されます。また、参

加者全員に参加賞があります。

■日時／１月１日（木）

午前９時 40分（受付開始）
午前 10時（開会式・対局開始）
■会場／仙北就業改善センター

（大仙市役所仙北庁舎となり）

■参加費／ 1,000 円（小学生 500
円）※昼食代を含む。

■申し込み方法／当日会場で受

付。（小学生は、保護者を通じて

12月 28日（日）まで）

■対局方法／Ａ級（２段以上）・

Ｂ級（初段以下）・小学生の部に

分かれ、抽選により対局（５回戦）

を行います。競技時間は１局 60
分以内です。

【問い合わせ・申し込み】

 大会事務局　原さん

 ☎ 0187-69-2771 まで

仙北

第 26 回
大仙市仙北新春将棋大会

大曲

やまびこ元旦登山

　元旦に姫神山から初日の出を

見て、薬師神社に初詣に行きま

せんか。

　初心者の方は JR 大曲駅から

会員が案内します。参加申し込

みは必要ありませんので経験者

は直接登頂するなど自由です。

　希望者には雑煮（500 円）と

干支の絵馬（500 円）を用意し

ますので問い合わせください。

■日時／１月１日（木）

午前４時 50 分に JR 大曲駅集合
（詳細は問い合わせください）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲山彦会 加藤さん

 ☎ 0187-63-0156 まで

初日の出を見に行きませんか。

一緒に踊りを練習してみませんか。
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12 月 31 日、午後 11 時 45 分～
午前０時 15 分の NHK「ゆく年
くる年」で協和地域の唐松神社

から生中継が行われます。「子

宝・安産」で名高い唐松神社か

らの放送をぜひご覧ください。

唐松神社から生中継…



長
期
間
介
護
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
…

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

く
介
護
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
納

め
な
い
（
滞
納
）
で
い
る
と
、
滞

納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
次
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
１
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

（
給
付
費
の
償
還
払
い
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

と
き
の
自
己
負
担
が
通
常
１
割
の

と
こ
ろ
、
一
旦
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
10
割
（
全
額
）
を
支
払
い
、
後

日
保
険
者
へ
の
請
求
に
よ
り
９
割

相
当
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

②
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
て
い

る
場
合
（
給
付
費
の
一
時
差
止
）

　

①
に
よ
り
払
い
戻
し
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
費
用
や
住
宅
改

修
費
、
福
祉
用
具
購
入
費
に
つ
い

て
の
給
付
費
も
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
差
し

止
め
ら
れ
た
給
付
費
か
ら
滞
納
保

険
料
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

③
２
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

（
給
付
額
の
減
額
）

　

滞
納
し
て
い
る
期
間
の
長
さ
に
応

じ
て
、
自
己
負
担
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
ほ
か
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
に
①
②
③
の
よ
う
な
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ

う
な
措
置
を
受
け
な
い
た
め
に
も

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
の
保
険

料
は
、
す
ぐ
に
は
年
金
か
ら
天
引

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
手

続
き
が
済
む
ま
で
納
付
書
か
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
便
利
な
『
口

座
振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続
き

は
援
護
福
祉
課
高
齢
班
、
各
総
合

支
所
市
民
課
や
介
護
保
険
事
務

所
、
市
内
の
金
融
機
関
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
保
険
指
導
班

☎
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１
ま
で
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大台スキー学校
パパ・ママのスキーレッスン
■対象／子どもにスキーを教え

たいお父さん、お母さん

■日時／１月４日（日）

【午前の部】

午前 10 時 30 分～正午
【午後の部】

午後１時 30 分～３時
■会場／大台スキー場

■受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

 太田スキー連盟 高橋さん

 ☎ 0187-89-1788 まで

大曲ファミリースキー場
■営業時間／

日中：午前９時～午後４時

【ナイター営業】

日時／１月９日から２月 21 日
までの金・土曜日と祝日前日、

午後６時～９時

■営業終了日／２月 28 日（土）
【問い合わせ】

 大曲ファミリースキー場

 ☎ 0187-68-4000 まで

仙北スキー場
■営業終了日／２月末の予定

【問い合わせ】

 仙北公民館

 ☎ 0187-69-3333
 仙北スキー場

 ☎ 0187-69-3350 まで

協和スキー場
■営業時間／

日中：午前８時 30分～午後４時
【ナイター営業】

期日／１月９日から２月 21 日
までの金・土曜日と祝日前日

時間／午後５時～９時

■営業終了日／３月８日（日）予定

【問い合わせ】

 協和スキー場

 ☎ 018-893-2050 まで

西仙北スキー場
■営業時間／

日中：土・日曜日・祝日

午前９時～午後４時

ナイター：金・土曜日

午後６時～９時

■営業終了日／３月１日（日）予定
（大佐沢公園→スキー場入り口までは

一方通行になります。お帰りの際は

土川大楽方面を経由してください。）

【問い合わせ】

 西仙北スキー場管理事務所

 ☎ 0187-75-0887
 教育委員会西仙北分室

 ☎ 0187-75-1115 まで

笹倉スキー場
■営業終了日／２月末の予定

【問い合わせ】

 教育委員会神岡分室

 ☎ 0187-72-2501 まで

大台スキー場
■営業時間／

日中：午前９時～午後４時

ナイター：午後５時 30 分～９
時 30 分
■営業終了日／３月８日（日）予定

【問い合わせ】

 大台スキー場

 ☎ 0187-89-1788 まで

市内スキー場情報

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ



仙北地域雇用促進
就職面接会

　企業約 30 社が集まり、合同
の就職面接会を行います。履歴

書を持参の上、参加ください。

（申し込みは必要ありません）

◆対象／求職中の方（21年３月に

大学・高校などを卒業予定者を含む）

◆日時／１月 27 日（火）
午後１時～４時
（午後 12 時 30 分受け付け開始）

◆会場／大曲交流センター

【問い合わせ】

 仙北地域振興局地域企画課

 ☎ 0187-63-5226
 ハローワーク大曲

 ☎ 0187-63-0335 まで

石綿健康被害者
特別遺族給付金請求期限の延長

　平成 13 年３月 26 日以前に
石綿による疾病で死亡された労

働者の遺族で、時効により労災

保険給付を受ける権利が消滅し

た方が対象の特別遺族給付金の

請求期限が 24 年３月 26 日ま
で延長されました。

　また、18 年３月 26日までに
石綿による疾病で死亡された労

働者の遺族で、時効により労災

保険給付を受ける権利が消滅し

た方も支給対象となります。

　請求手続きなどの相談につい

ては、問い合わせください。

【問い合わせ】

 秋田労働局

 ☎ 018-883-4275
 大曲労働基準監督署

 ☎ 0187-63-5151 まで

お気軽に相談ください
常設人権無料相談所

　人権擁護委員が地域住民の心

配事や困り事について無料で相

談に応じます。

◆日時／毎週火曜日

午前９時～午後４時

◆会場／秋田地方法務局大曲支局

【問い合わせ】

 秋田地方法務局大曲支局

 ☎ 0187-63-2100 まで

認定こども園紹介パネル展
見て見て ぼくの絵 わたしの絵

　県内の認定こども園の紹介パ

ネルや園児が書いた絵の展示を

行います。

◆日時／１月 17 日（土）・18
日（日）午前 10 時～午後６時
◆会場／イオン大曲ショッピン

グセンター２階特設スペース

【問い合わせ】

 南教育事務所幼保推進班

 ☎ 0182-32-1101 まで

事故の９割がコックの閉め忘れ
油流出事故に注意

　飲料水を採取している河川へ

油類が流出した場合、取水制限

の措置が取られたり、多額の事

故処理費用がかかってしまう場

合があります。

　ホームタンクの閉め忘れや落

雪などによる配管の亀裂には十

分に注意してください。

　また、ホームタンクから容器

へ小分けにする際は、その場か

ら絶対に離れないようにしてく

ださい。

【問い合わせ・連絡先】

 環境課

 ☎ 0187-63-1111 内線 277
 広域消防本部 ・各分署まで

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に
ご注意ください

○市や県、国の機関などが ATM（現金自動預払機）の操作をお願
 いすることは、絶対にありません。

○ ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうこ
 とは絶対にできません。

○市や県、国の機関などが「定額金給付」のために、手数料な
 どの振り込みを求めることは絶対にありません。

○現在、市や県、国の機関などが住民のみなさんの世帯構成や
 銀行口座の番号などの個人情報を照会することは絶対にあり
 ません。

自宅や職場などに市や県、国の機関などの職員をかたった電話
がかかってきたり、郵便が届いたら迷わず連絡してください。

【連絡先】

 消費生活相談所（女性センター） ☎ 0187-62-1713
 商業労政課 ☎ 0187-63-1111 内線 252
 各総合支所地域振興課
 仙北地域振興局地域企画課企画振興班 ☎ 0187-63-5114
 大仙警察署 ☎ 0187-63-3355
 警察相談電話 ☎＃ 9110 まで

お気軽に相談ください
無料調停相談会

　土地・建物・サラ金など金銭

トラブル・家庭内の問題全般な

どの相談会を行います。

◆日時／１月 13 日（火）
午前 10 時～午後３時
◆会場／秋田地方裁判所大曲支

部（大曲農業高校隣り）

◆相談料／無料

【問い合わせ・申し込み】

 大曲調停協会

 ☎ 0187-63-2033 まで
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探しています
秋田で働く医師募集

　県では、県内の病院で働いて

いただける医師を探しています。

　県外の病院で働いている医師

またはその方の配偶者、定年退

職された医師、育児などで休職

中の女性医師など、親戚、友人、

知り合いに心当たりのある方は

紹介ください。

【問い合わせ】

 県医師確保対策推進チーム

 ☎ 018-860-1410 まで

参加者大募集
冬期園芸生産拡大説明会

　冬期園芸作物の新規作付け・

作付け拡大に意欲がある方を対

象に説明会とほ場の視察を行い

ます。

◆日時／１月 21 日（水）
午後１時 30 分～４時 30 分
◆集合場所／ JA 秋田おばこ中

仙支店

◆参加費／無料

◆申込受付期限／１月14日（水）
【問い合わせ・申し込み】

 JA秋田おばこ各営農センター

 仙北地域振興局農林企画課

 ☎ 0187-63-6111 まで

ご協力ください
国有林モニター募集

　国有林の管理・経営にみなさ

んの声を役立てていくため、モ

ニターを募集します。

（詳細は問い合わせください）

◆任期／ 21 年４月から 22 年
３月まで

◆募集人員／ 48 人
◆申込受付期間／１月５日（月）

から 31 日（土）まで
【問い合わせ・申し込み】

 東北森林管理局

 国有林モニター係

 ☎ 018-836-2274 まで

ご協力ください
厚生労働行政モニター募集

　福祉、医療、年金、労働環境

など国民生活に密着している厚

生労働行政についてみなさんの

意見を寄せていただくため厚生

労働行政モニターを募集します。

（詳細は問い合わせください）

◆任期／ 21 年４月１日から 22
年３月 31 日まで
◆募集人員／ 504 人
◆申込受付期間／１月５日（月）

から 16 日（金）まで
【問い合わせ・申し込み】

 厚生労働省大臣官房総務課

 広報室

 ☎03-5253-1111内線7142まで

入居者を募集します
県営船場町住宅

◆入居資格／同居世帯の収入や

住宅の困窮している方

（詳細は問い合わせください）

◆募集期間／１月５日（月）か

ら 19 日（月）まで
◆受付時間／午前８時 30 分～
午後５時（土曜・日曜・祝日を除く）

◆空室／２号棟102号室（２DK）
◆家賃／ 19,300 円～ 32,000 円
（別途公益費）、駐車場１台分・

1,300 円／月
◆入居開始可能日／２月１日（日）

【問い合わせ・申し込み】

 仙北地域振興局建築課

 ☎ 0187-63-3113 まで

◆企画展

【農山村風景写真展】

期間／１月４日（日）から２月

22 日（日）まで
【洋ランフェスタ～春を迎える】

期間／１月９日（金）から３月

15 日（日）まで
◆開館時間／

午前９時～午後５時

【問い合わせ】

 県立農業科学館（月曜休館）

 ☎ 0187-68-2300 まで

１月の農業科学館

急がずに マナーとゆとりで 交通安全
平成 21年交通安全年間スローガン

 ・運転は うまいへたより 誠実さ

 ・渡れそう 今なら行けるは もう危険

※運転者も歩行者も交通マナーを守り事故の無い安全な生活を送りましょう。
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出　生   43 人
死　亡   113 人
転　入   131 人
転　出   125 人

11/30現在

▼年末、うれしい
ニュースが飛び込
んできた。「あき
たふるさとCM 大
賞での特別賞受賞」
「大曲の納豆汁が

第 14 代鍋将軍の称号獲得」と
今までの努力や苦労が報われる
結果に、思わずほほがゆるんだ
▼今号特集は新年らしさという
ことで、韓国唐津郡との青少年
交流を取り上げた。西仙北で始
まった交流の芽が花開き、貴重
な体験をとおして成長した子ども
たち。各自の「夢」を大切にし、
今後の経験を通じて将来を担
う大仙人に成長してもらいたい。
「夢」は見るもの、かなえるもの。
答は後者であってほしいと思うの
は私だけだろうか▼新年という
一つの区切りを大切に、今年も
みなさんを応援し続ける広報で
ありたいと思う。平成 21 年がみ
なさまをはじめ大仙市にとって、
より素晴らしい年になるよう、力
を合わせていきたい。　　（し）
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